
 

 

＜第４３４４回＞ 

目的地：賤ヶ岳・山本山 ( 湖北 )  

担当者：時本 

実施日：2023年 3 月12日 ( 日 )  

形 式：ハイキング 

費 用：\2,410円（青春18きっぷ使用） 

参加者：18名  

 

天 気：晴れ  

行 程：大阪駅 (8:00)(⇒ 京都駅 (8:30))⇒(9:26) 米原駅(9:30)⇒(9:58)余呉駅 [137m](10:08)→  

(11:43) 賤ヶ岳 [421.1m ・昼食 ](12:20)→(12:55) 湖北丸山[360m](13:03)→(13:23)西野山

[320m]→(14:55) 山本山 [324.4m ・デザートタイム ](15:31)→(15:52) 山本三条橋登山口

(16:02)→(16:54)河毛駅 [99m](17:22)( ⇒ (17:42) 米原駅⇒ (18:42) 京都駅 ) ⇒ (19:13) 大

阪駅 

 

感 想： 賤ヶ岳・山本山例会当日は少し朧げな天気でしたが、晴れの奥琵琶湖路を眺望を楽しみな

がら歩いてきました。賤ヶ岳や山本山のある湖北は、大阪から遠いため事前申し込みの青春

18きっぷを使用される方が多く、大阪駅で10名、京都駅で私を含め 4 名の方が待ち合わせ、

それぞれ乗車されました。なお、事前申し込みをされず、ご自身で青春18きっぷを購入され

ていた方も 3 名いらっしゃいました。また、掲示板に険しいコースだったと掲出された、前

日開催の明神山例会に参加された方が 3 名も参加されていて驚きでした。それと、首都圏か

ら遠路 1 名の方に参加していただいたことも、もう一つのサプライズでした。 

     今回の行程は全体的に道幅が広いうえよく整備されていて、傾斜のきついところも殆どな

く、歩きやすい道です。尾根伝いに歩いていくと、木々の間から余呉湖が見えるところがと

ころどころにあります。余呉湖は琵琶湖が近くにあるので目立たない存在ですが、「湖」を

名乗るだけあって深さも大きさもそれなりにあります。私は余呉湖と琵琶湖の湖面の標高が

あまり差はないと思っていましたが、今回の例会を計画する際に余呉湖の方が 40m 以上も高

いと知り意外感がありました。 

     第一の目的地の賤ヶ岳(421.1m)は、北に余呉湖、南西に琵琶湖を俯瞰でき、眺望が抜群だ

ったため、皆さんは到着されるなりスマホ等で撮影されていました。時刻はまだ12時前でし

たが、景色が良いのとベンチが豊富にあるうえ東屋もあったため、昼食をいただくこととし

ました。ここは戦国時代末期、羽柴秀吉と柴田勝家が織田信長の後継を巡って覇権を争った

場所として名高いところで、賤ヶ岳の史跡碑や武将の像が建ち、賤ヶ岳の戦いを解説した案

内板もあります。また東屋からは、琵琶湖岸が間近に迫り、竹生島が正面の沖合に見える素

晴らしい眺望が楽しめました。 

昼食後、順光の余呉湖を背景に集合写真を撮影しました。余呉湖の奥、ほぼ真北の方向に

雪を被った山が見えたため現地でもどこの山か話題になり、Ｔさんがスマホアプリで山名を

調べてみられましたが、明確には出てこないということでした。多分滋賀と福井の県境の山

ではないかと思われますが定かではありません。 

賤ヶ岳出発後、約35分で到着した湖北丸山(360.4m)は、YAMAP(登山用地図アプリ ) では

「湖北丸山」と表記されていましたが、ヤマレコ ( 同 ) では「西山」と表記されていて、現

地には「丸山」の標識がありました。その丸山を出発後も次第に標高を下げながら、尾根伝

いの道を少しのアップダウンを繰り返して進みました。 



 

 

     賤ヶ岳～山本山の道ではたまに琵琶湖が見えました。賤ヶ岳～山本山を結ぶ尾根伝いの道

で最も低い場所は、標高151mの西野越で、ここから熊野越(191m)経由で山本山への登りが始

まります。最後の登りを終え到着した山本山頂上で、デザートタイムとしました。Ｓさんに

はパイナップルの差し入れ、Ｗさんには茶菓子の差し入れをいただき、ありがとうございま

した。ここで、下山口から河毛駅までの間、タクシーを呼ぶかどうか皆さんの意見をお聞き

しましたが、歩いて行こうというご意見でしたので、タクシーは呼ばないことにし、そのま

ま下山しました。 

  朝日小学校に隣接する下山口（登山口）から駅までの道はもっと長く感じるかなと思って

いましたが、皆さんと話しながら進んでいくといつのまにか着いたという感じでそれほど長

く感じませんでした。途中、Ｙさんが民家の敷地に生えているフキノトウを見つけられまし

た。皆さん、「人の敷地だから取ってはいけないよね。」とか言いながら鑑賞されていまし

た。 

河毛駅から乗車した列車は、例会案内に乗車予定列車として記載していた 3 本の列車のう

ちの 2 本目の列車で、当初の考えどおりでした。デザートタイムがあって下山後タクシーに

乗らず歩いたのにも拘わらず予定どおりの列車に乗れたことは、休憩は少なくなかったです

が 1 回ずつの休憩時間が少なくて済み、皆さんの足並みが揃っていて順調に歩けた証と言え

ます。帰路の列車では、米原駅で下車されたＹさんをお見送りし、近くの人と小宴を開きま

した。たまたま乗車した列車が混んでいたため、離れて座られた方には申し訳なかったと思

います。 

     また、今回の例会では、青春18きっぷを購入していただいた方にお世話になりました。特

に大阪からのグループはそれぞれのグループ内で精算していただきましたので、私が運賃を

集めたりお釣りを渡す必要がなく助かりました。この場をお借りしてお礼申し上げます。 

     マスク着用が個人の自由意思になったとことですし、今後は今回のようにターミナル集合

の企画きっぷを使った例会もできていくと思います。今回の例会では、遠路にもかかわらず

多くの方にご参加いただきましてありがとうございました。 

 


